は、 戯曲 家 志望の 青年 も、 何 か 得る ところ もがな と、 

一 度 は 切符 を 買 ふで あらう が、 その 青年に して、 やや 

「美 を 感じ 得る」 力 を もって ゐ たら、 そこで は、 何等、 

刺激と 興奮 を 求め 得な い ， J とに 気づ き、 か かる 劇場に 

足 を 踏み入れる こと を 断念す るに 相違ない ので ある。 

しかし、 万一、 これらの 舞台に 多少の 執着 を 感じ、 劇 

作の 興味と 慾 望 を 与 へられる ものが あると したら、 ど 

うで あらう。 私 は 躊躇な く、 彼等 は 概して、 不幸な 運 

命に 置かれて ゐ ると 云 ひたいの である。 勿論、 若干の 

例外 は ある。 最近、 二三の 試み は、 十分 意義が あった 

と考 へられる ので あるが、 さう いふ 試み は、 不思議に、 



あると しても、 日の目 を 見る 可能性 はないで あらう。 

やや 古く は、 デ ユマの 「椿 姫」 も、 ベ ルナ アルの 「英 

語」 も、 パニョ オルの 「トパ ァズ」 も、 わが国で は、 

生れ 得ない ものである。 

ベックの 「鴉」 も、 ボルト. リシ ュの 「過去」 も、 

ロマンの 「ク ノック」 も、 ジ イドの 「サュ ウル」 さへ 

も、 これらの 所謂 「新劇」 は、 その 土台の 上に、 そし 

て、 その 雰囲気の 中に 於て、 初めて 生れ 得た もので あ 

る こと を 思へば、 われわれ は 先づ、 足 許 をた しかめね 

ばなら ぬ。 

かう いふ 実情に おかれ、 われわれ は、 それでも なほ、 



「生活の 断片」 説を唱 へた ジ ヤン. ジュリア ンが、 い 

み じく も、 そして、 偶然に 喝破した 「生命に よる 動き」 

なる 一言 は 実は、 古くして 新しい 「舞台の 脈搏」 を 指 

す もので あり、 戯曲に ナチュラリズムなる 一派 を 開い 

た ブゥェ リエの 所謂 「魂の リズム」 なる 標語 は、 これ 

また 期せず して、 古今の 戯曲 家が その 才能に 応じて、 

それぞれの 作品 を 生かした 本質的 生命 を 指す ものに 相 

違ない。 

かくの 如く、 演劇の 本質 は 「動きに よる 生命」 にあ 

りと し、 主として 「視 官」 に 想へ る 要素 を 戯曲 形式の 

基礎と 考 へた 在来の 「ドラマ ツル ギィ」 に 対し、 一種 



の 新しい ドラマ ツル ギィ が、 既に、 多くの 近代 作家の 

頭脳 を 支配して ゐ たの だと 思 ふ。 ただ、 彼等が 属する 

「文学的 流派」 の 消長に よって、 各々 の 宣言 は、 劇文学 

の 一 貫した 理論 を 形づくる に 至らなかった までで ある。 

その 最も 著しい 例 は、 「演劇の 革新 は、 先づ 文体より 

始めざる ベから ず」 と 主張した ヴィク トル • ュゴォ の、 

何 かしら 解った やうな、 それで ゐて 遂に 目標 を 見失つ 

た、 かの 有名な 「クロン ゥ エル」 の 序文に これ を 発見 

する ことができる。 彼 は、 疑 ひもな く、 その 戯曲に r 浪 

漫 主義 的 リズム」 を 盛る ことで、 その 特色 を はっきり 

させようと 企てた の だ。 そして、 その リズム は、 遂に、 



ある。 

繰り返す やうで あるが、 古今の 名 戯曲と 称せられる 

もの は、 この 本質に よって、 特殊な 魅力 を 放ち、 不朽 

の 生命 を 保って ゐる こと を 私 は 信じ、 せめて、 今日の 

わが 戯曲 壇が、 戯曲の 「文学 性」 と 「演劇 性」 なる 不 

徹底な 論議に 日 を 過さず、 文壇と 劇壇の 両道を 右 顧 左 

眄 する ことなく、 一途に、 戯曲 精神の 文学的 発見に 向 

つて 進む こと を 希望す る 次第で ある。 そして、 これが 

必ず、 日本の 劇壇 を 蘇生せ しめる 最上の 力と なること 

を 私 は 信じて ゐる。 ( 一 九 三 四 • 四) 
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